
暮らしを見直し創造する循環型環境施設
T18Z008　出井満里奈

生涯学習センター

池田動物園
1960 年にできた、 国内でも珍しい山の地形を利用した動物園。
岡山県最大の動物園で、 約 100 種類の動物が飼育されている。
ナイト ZOOやライブなど新しい試みにも力を入れている。
しかし、 動物の高齢化、 資金難などさまざまな問題を抱えている現状がある。

子どもや親世代へのイベントや老人向けの講座が開設されている。
人と科学の未来館サイピアや太陽の丘公園が同敷地内にあり、
プラネタリウムや大きな公園があり週末は家族連れが見られる。
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線アップサイクルされた
品物

持ち寄られた廃棄物

ショップで
販売

学び創造し発信する

廃棄しない
身近な循環

核となる重要な行動 視点や活動を広げる

廃棄後も含めた
大きな循環

捨てられたものの新たな使い道を見出し
作品や商品を創造し山道や麓に運ぶことで
新たな価値を広める

ロープウェイ
山頂駅

ロープウェイ麓駅

アップサイクル
スタジオ

ゴミを分別し、ゴミのアーカイブとして残すことで
魅力の発見へと繋げ、アップサイクルを行う

ここで出た野菜を使い
池田動物園で餌やり体験を行う

回収した古書や文具をシェア
連携したイベントを行う

動物とのふれあいと
分別の大切さの実感

人の動きの増加

アップサイクルによる
循環の可視化

計画敷地
4227 ㎡

ショップ    400㎡
分別回収コーナー 200㎡
再生栽培農園  200㎡
もったいない食堂 250㎡
リペアファクトリー 300㎡

アップサイクルスタジオ1000㎡
廃棄物保存場所1000㎡
廃棄について学ぶ展望台
宿泊施設300㎡
カフェ300㎡

・乗り場をリノベーションし
 ロープウェイの機能を復活させる
・山頂で作った作品の展示を行う
・登山道の整備を行う

生涯学習センター

池田動物園

廃棄しない
衣食住に根ざした
身近な循環

廃棄されたものを
アップサイクルする施設

アップサイクルした作品を
展示する展望台

既存の建築物を
活用しながら
施設の魅力を高める
ことで

地域全体の
特色を生かし
魅力を高める

現：ロープウェイ乗り場
麓駅
山頂にも対になる
デザインの乗り場が
存在している
どちらも廃棄されている
現状がある

京山ロープウェイ跡地
現在は活気もなく
一部の人が利用している
しかし建物のシルエットは
当初から同じである

展望台
現在は木が生い茂り
どこに展望台が
存在するのかもわからない
斜面から少し浮いた
デザインが連続している

　ものの循環に着目することで人々の暮らしにも環境にも優しく生きるための提案とその行動の継続を可能にする施

設を提案する。地球から得たものが加工、生産、運搬されて私たちの手元に渡る。それらを消費し、廃棄したものが

処理され、地球に還される。当たり前に行われている循環であるが、この循環について知る機会は少ない。

　中でも「廃棄」について学び考え行動することは、良い循環への切り口になると考え、「廃棄」を中心に計画を進めた。

　敷地は周辺に岡山県生涯学習センターや人と科学の未来館サイピア、池田動物園がある、京山ロープウェイ遊園地跡

地（現：京山ソーラーグリーンパーク）とその周辺とした。

　この場所に計画することで、老若男女の学びの場である地域のもつ特色が、きちんと生かされると考える。

　山の麓にはものを消費し廃棄するまでに必要な機能を、周辺施設と連携しながら計画した。ゴミを出さない工夫をし

機能を配置する。ここで出た食材を活用して、池田動物園での餌やり体験を行う。動物との触れ合いの場を設けると同

時に分別の意義を体験する。また、中央に分別回収コーナーをもうけ、集まった古本や文房具を生涯学習センター内で

利用したり図書室と連携したイベントを行ったりする。

　山頂には廃棄されたゴミのアップサイクルを行うレジャー施設を計画する。ゴミを分別し保管・販売を行う倉庫と、

ゴミに価値を生み出す工房を設計する。そこでできた作品は、展望台や登山道に展示を行う。

　加えて、現在廃棄されているロープウェイ乗り場をリノベーションし、機能を復活することで、麓と山頂の機能を繋ぐ。

元ある施設の機能と連携し設計することで地域の特色を生かす。

　麓では衣食住に根ざした今日からできる身近なことを継続し、山頂では少し広い視野を持ってゴミについて考え新た

な価値を見出す。この施設を通して、人々の行動がいつの間にか環境問題の改善につながる行動に変化し、現在の環境

について生涯を通して学び続けることを期待する。

計画について

コンセプト

敷地について

周辺地図　1/1000

全体立面図　1/500



廃棄について知る 廃棄の意識を広げる

廃棄
衣住食

廃棄
衣住食

駐車場（10台）

ゴミ分別回収ラボ

回収車通り道

青空マーケット

みんなの再生栽培農園

ショップ

ショップ

調理場
電子工作コーナー

裁縫
コーナー

木工コーナー

ショップ

リペアファクトリー

もったいない食堂

ショップ

ロープウェイ麓駅登口

ショップ

受付

食の循環

衣住の循環
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野菜の端で再生栽培を行う
できた野菜は、調理してみんなで食べたり、
池田動物園での餌やり体験に利用する

テイクアウトカップなどのデポジット制度や
調味料や洗剤など量り売り制度を取り入れたショップ

回収車が通過する姿を見ることで
ゴミの存在を身近なものとして捉える

色や形が悪い野菜や、消費期限が近い食品を
みんなで加工して食べる
デポジット制度で利用した皿やコップを洗う

各々で45品目に分別することができる
実際に分別することで出したゴミがどのような工程をたどるのか知ることができる

生涯学習センターと連携した
イベントを開催することで
地域全体の活性化に繋げる

生産者さんから直接購入できる機会をもうける
購入までにおこるプロセスをよりリアルに知る

山頂のアップサイクルスタジオから
少しずつ制作し運ばれてきた六角形の作品
山道のを賑やかにし、山の上に人を促す

山頂のアップサイクルスタジオで
つくられた作品の販売を行う

1. まだ使えるもの
2. 生ごみ（農園用）
3. アルミ缶
4. スチール缶
5. スプレー缶
6. 金属キャップ
7. 雑金属
8. 新聞紙・チラシ
9. 段ボール
10.雑誌・雑紙
11.紙コップ
12.紙パック（銀）
13.紙パック（白）
14.硬い芯
15.シュレッターくず

31.陶磁器類ガラス類
32.電球・蛍光灯
33.廃バッテリー
34.廃タイヤ
35.割り箸・木竹製品
36.粗大ごみ（木製）
37.粗大ごみ（金属類）
38.粗大ごみ（布団・絨毯・カーペット・畳）
39.粗大ごみ（塩ビ製品・ゴム製品）
40.どうしても燃やさなければいけないもの
41.紙おむつ・生理用品・ペットシート
42.どうしても埋めなければいけないもの
43.鏡・水銀体温計
44.乾電池
45.特定家電製品

45品目分別リスト
16.その他の紙
17.衣類・カーテン・毛布
18.その他の布類
19.ライター
20.廃食油
21.その他のプラスチック
22.プラスチック製容器包装
23.ペットボトル
24.プラスチック製キャップ
25.白トレイ
26.トレイ以外の発泡スチロール
27.透明瓶
28.茶色瓶
29.その他の色瓶
30.一升瓶・ビール瓶

出荷前に破損してしまった
備前焼の破片を外壁につける

使用されなくなった食器類を
砕いて床材に混ぜる

マテリアルワークショップ
ロープウェイ乗り場麓駅

マテリアルワークショップ
ゴミ分別回収ラボ

ものを大切に使うって
どういうことだろう？

壊れたものに新たな価値を
見出すにはどうすればいいのかな？

さまざまな種類のリペアに対応している

麓平面図　1/200

ダイアグラム

屋根伏せ図　1/500

５R
①リフューズ （断る）
②リデュース （減らす）
③リユース（繰り返し使う）
④リペア（直して使う）
⑤リサイクル（資源として再利用する）



山頂ロープウェイ乗車駅

展望台

2階平面図　1/200

3 階平面図　1/200

4 階平面図　1/200

屋外作業場

1階平面図　1/200

倉庫

事務所

図書コーナー

ゴミのアーカイブ

リペアファクトリー

倉庫

事務所

テラス

中庭

テラス

庭

庭

ホテルロビー

回転レストラン

厨房

ギャラリー

講義室

回転展望台

山道の整備も行い、登山を楽しくするだけでなく
ロープウェイからの眺めも魅力的に

壁一面に分別した廃材を展示
購入し、２階で加工を行うことができる
もちろん見学するだけでも新しい発見や
自分だけのお気に入りを見つけられます

山に向けてカウンターを設計
環境への知識を落ち着いた空間で深める

パーテーションで仕切ることができる
少人数での活動にも対応

テラスに出てリフレッシュ
周りの人の活動を見守り
景色も楽しめる特等席

7.5mの高さに
ぎっしり並べられた
ゴミの展示に圧巻

屋外螺旋階段で
360度ぐるっと上昇

大きな階段で
お弁当を食べる

施設内でつくった作品を
展示することができる

アーティストインレジデンスで
訪れた講師や
3、４人のグループの
宿泊が可能
最大宿泊人数12人

こだわりの素材で作られた
ご飯を食べながら
何もかも一望できる
贅沢なレストラン

みんなの考えや思いを
語り会う場所
眺めがよくて
気持ちのいい場所なら
いつもより会話も弾む

廃材を外に持ち出し
広 と々した屋外空間で加工

セイルクロスを使用し
天気に合わせて
快適な空間へ

既存の展望台をリメイク

既存の形である「六角形」を
キーワードに廃材で作成
少しずつ展望台を増やす

象徴的な円を囲み
創作活動を行う

使用されなくなったセイルクロスを
みんなで縫ってテントのクロスに

マテリアルワークショップ
屋外作業場テント

大人も子どもも力を合わせて
壁の塗装を行う

マテリアルワークショップ
ロープウェイ乗車場山頂駅

力を合わせたらできることって
意外とたくさんある

次は何をアップサイクルする？

実際に作ってみる
あれを作るのに使われている

エネルギーってどのくらいなんだろう？

アーテイストが一定期間この土地に滞在し、
常時とは異なる文化環境で創作活動を行う
ことをアーティストインレジデンスという

他の地域から訪れるアーティストだけでなく
夏休みなどの長期休みに地元の人が
参加できるような企画も行う

キーワードは「廃棄」と「○○」

ゴミについて学び創造し発信する
アーティストインレジデンス

たくさんの人の初めての体験を
アーカイブし、常に未来をみる
「今」の環境問題をアップデート
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山頂断面図　1/100

山頂立面図　1/200

アップサイクルスタジオ

屋外作業場

ロープウェイ山頂駅

展望台

屋外作業場

ダイアグラム

建築当時からほとんど変わらない
円柱状の建物
内外がはっきりとしている

円柱に凹凸を加えることで
内外の連続性を生み、
自然を感じられるようアップサイクル

既存の建物の特徴である、
円柱状のシルエットと
内部の筒が鮮やかな青色
である点を残したデザイン

作品物販、飲食店の出店を想定し、
自由に使えるようにゆとりを持った設計にした

マテリアルリユース
既存の窓ガラスを
1階2階の全面窓に再利用

岡山の景色を一望することができる
回転レストランの
 循環へのこだわり

地産地消
地域の食べものを
地域でいただく

身土不二
旬の食べものを
旬の季節にいただく

場所や時間の流れに逆らわず
本来の循環に触れてみる

岡山を一望することのできる京山で
自然を感じながら、ゴミのアップサイクルを行う

回転レストラン

ホテル客室
（2人用）

廊
下

ゴミの
アーカイブ

男子トイレ

男子トイレ

男子トイレ

男子トイレ回転展望台

中庭

事務所

事務所図書コーナー

室内作業場

テラス
廊
下

講義室
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